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「新たに生まれる：上から、初めから」 
ヨハネによる福音書 3章1～15節 

 
 

 前回、私たちは 2 章の終わりの部分から、聖書の語りかけを聴きました。2 章の 23 節から 25 節
です。その際 申し上げたのは、その箇所が直前の「宮清め」の記事と直後の「主

しゅ

イエスとニコデモ
との対話」の記事を結び合わせる「繋

つな

ぎ」の部分であるということでした。つまり、「イエス・キ

リストのしるしを見て、多くの人たちが主イエスを信じた。しかし、イエス御自身はそ

うした人々を完全には信用されなかった」と述べて、前と後ろの2つの記事を繋いだわけです。
今月の箇所は、その繋ぎを受け、その流れの中に置かれています。それはとりもなおさず、イエス・

キリストのしるしを見て、心を惹
ひ

かれる。自分に足りない何かを、必要と思われる何かしらを感じ
取って、それなりに主イエスに惹

ひ

き寄
よ

せられる。けれども、主イエスが期待しておられるものとは何
かがどこかでズレていて、いま一つピッタリしない。しかも、期待されているそれがいくらか分かっ

たとしても、なかなかそうなれない自分がなおもそこにいる。そのような人間の一人として、そうし
た人の一つのモデルとして「ニコデモ」が紹介されていると言えるのではないでしょうか。 
 

 では、ニコデモとはどんな人物だったのでしょうか。1 節に、「ファリサイ派に属する」「ユ

ダヤ人たちの議員であった」と記されています。ファリサイ派とはユダヤ教の一グループで、そ
の名は「分かたれた者」という意味の言葉から来ていました。ユダヤ教の律法を細かに守る人たちで、

「自分たちは緩んだ生活をしている者たちとは違う」と、自
みずか

らの信仰にどこか 自負の風を
漂わせる感もあったようです。「分かたれた・・・」とは そのようにして、ある種 プライドを持っ
て、自分たちを他から区別したということです。しかも、10 節を見ると、「イスラエルの教師」

とあります。律法の教師としても名の知られた人物だったことがうかがい知れます。一方、「議員

であった」とは、「サンヒドリン」と呼ばれたユダヤの最高法院のメンバーだったことを示してい
ます。ユダヤは当時、ローマ帝国の支配下にありましたが、それでも、最高法院は信仰の事柄にとど

まらず、政治の事柄についても、国内でかなりの決定権を有していました。多方面にわたって、国の
事柄を取り仕切っていたわけです。ニコデモは、そのメンバーでもありました。 
 そのニコデモが「ある夜

よ

、イエスのもとに来た」と、2 節は語ります。こうして始まったイ

エス・キリストとニコデモとの対話の出来事は、様々な真理に私たちの目を開かせてくれるように思
われます。 
 そもそも、ニコデモが主イエスのもとを訪ねたという、この初めの一事

いちじ

からしてそうではないで

しょうか。ニコデモはファリサイ派の教師で、神の律法をきちんと落ち度なく守っていました。人か
ら後ろ指をさされるようなことはない。言ってみれば、そんな良識ある模範的な人物でした。ですか
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ら、神に忠実に従っている自分自身に、心密
こころひそ

かに自負を持っていたとも想像されます。加えて、ユ

ダヤの宗教上・政治上の指導者でもありました。そんなニコデモが、言ってみれば、片田舎
かたいなか

出身の預
言者気取りのもとに足を運ぶ。ぽっと出の一介の田舎者のもとをわざわざ訪ねる。そして、こう言う。
2 節、「ラビ、わたしどもは、あなたが神のもとから来られた教師であることを知ってい

ます。神が共におられるのでなければ、あなたのなさるようなしるしを、だれも行うこ

とはできないからです」。いわば、その道のプロがなんと、素人
しろうと

に少しばかり毛の生えたような
者の所に出向いてきて、常識では考えられないようなことを言った、とでも言いましょうか。どう見

ても、普通ではありません。いったい、何がニコデモにそうまでさせたのか。そう思って、ニコデモ
の心の内に探

さぐ

り入
い

るとき、必ずしも他人事
ひ と ご と

とは言い切れないあれこれがそこに潜んでいるように感
じさせられます。それらはこの私の事柄でもあり、また広く、私たち人間に共通の問題でもあるよう

に思わされるからです。 
 
 第一に、ニコデモはなぜ、夜やってきたのでしょうか。ある人々は言います。「指導者格の人物

がどこの馬の骨かも分からない田舎出
い な か で

の正体不明の人間のもとを訪ねて教えを乞うたな

どとなったら、大変なことになる。自分に傷がつくし、所属の組織にも傷がつく。そも

そも、プライドが許さない。ニコデモは だから、人目を 憚
はばか

って、夜、こっそりとやっ

てきたのだ」。そう言います。一方、次のように言う人たちもいます。「ユダヤ教の教師の習慣

に従えば、律法を学んだり信仰を論じたりする最善の時は、夜だった。人に邪魔されず、

じっくり話せるからだ。とりわけ、イエス・キリストは日中、行く先々で人々に取り囲

まれていた。膝を突き合わせて 個人的にじっくり話せるのは、夜しかなかった。夜 来

たのは、ニコデモのやむにやまれぬ思いの現われだ」。そう言います。私自身、これらのい
ずれも、心当たりのないことではありません。ニコデモの心の内にあったのは はたして、これらの

どちらだったのでしょうか。私には 実のところ、これらの「どちらか」ではなく、これら二つの
「両方」が言いようもなく混じり合っていたように思われます。これら二つの思いが そのようにし
て、ニコデモの中で複雑に揺れ動いていたのではないでしょうか。自

みずか

らの自尊心と、が、それでも

なお抑えがたい魂の渇き。言葉にならないその深い揺れの中で、ニコデモは夜、主イエスのもとを訪
ねたのではないでしょうか。地位も名声も備わった。自信も満足感も、平均以上と言っていい。けれ
ども、どこか満たされない。何かが足りない。「これぞ！」というものが欠けている。深い内面か

ら来るそのような渇きに押し出されて、ニコデモはイエス・キリストのもとに夜、やってきたのでは
ないか。そう思わされています。それはなかなかないことです。その意味で、ここに見るニコデモの
姿は、その誠実さと勇気とを物語るものとも言えるでしょう。 

 実際、私たちはこのニコデモの内に、自分自身の心を見はしないでしょうか。私は自分の中に、こ
のニコデモの葛藤と重なるものを見させられます。私たちは 例えば、人目が気になり、評判が気に
なります。クリスチャンであることを 公

おおやけ

にしたり、信仰を告白して バプテスマを受けたりする場

合だけではありません。単に教会に行くだけでも、近所の目に心が騒ぎ、周囲のあれこれに心を奪わ



わたしの心に・・・ 

 3 

れます。教会に対して 社会がまだまだ怪訝
けげん

な目を向ける日本の場合、特にそう言えるかもしれませ

ん。しかし、いわゆる「キリスト教国」と呼ばれる国々でも、逆の意味で同じ情況が見られるといい
ます。友人だったアメリカの牧師が かつて、こんなふうに言っていました。「アメリカだって、

さほど変わらないよ。この国では逆に、クリスチャンであることがその人の社会的保証

になる。だから、求道心といったものがそんなになくたって、教会に行って、バプテス

マを受ける人は珍しくない。良識ある信用の置ける人物だと、社会的に見てもらえるか

らね。まぁ、どちらに転んでも、人の目を気にするってことかな」。そう言っていました

が、事が人の生き方に関わる大事な問題の場合、こうした視点はとりわけ覚えておかねばならない点
のように思われます。 
 こうして、ニコデモはイエス・キリストのもとに、夜 やってきました。そして、主イエスに丁重

に挨拶をします。「ラビ〔すなわち、先生〕、わたしどもは、あなたが神のもとから来られ

た教師であることを知っています」。腰の低い、実に 遜
へりくだ

った言葉づかいです。自身、ユダヤ
教の教師である人物が身分も資格もない巷間

こうかん

の人間に「ラビ」と呼びかけ、おまけに「あなたは

神のもとから来られた」とまで言う。そうそうできることではありません。ニコデモという人間
の謙虚さ、誠実さを垣間見

か い ま み

る思いがします。と同時に、それは、何かを求めてやまないニコデモの渇
望を表わすものなのかもしれない。そうも思わされます。ところが、です。そのニコデモの言葉に、

イエス・キリストが答えられる。3 節、「はっきり言っておく。人は、新たに生まれなければ、

神の国を見ることはできない」。と、どうでしょう。ニコデモの態度がちょっとばかり、それま
でとは変わってきます。主イエスの応答に対し、ニコデモはいったい、どんな言葉を返しているか。

4 節です。ニコデモは言います。「年をとった者が、どうして生まれることができましょう。

もう一度 母親の胎内に入って生まれることができるでしょうか」。事は、9 節でも同様で
す。「人が新たに生まれるためには、肉によってではなく、霊によって生まれなければ

ならない」（5～8）と主イエスに言われたニコデモは、再び、「どうして、そんなことがあり

えましょうか」と返答しています。初めの挨拶とは違って、どこか乱暴な言い方に聞こえます。
敵意の残響さえ感じられるようです。実際、わずかなりとも常識のある人なら、「物理的・身体的

にもう一度、母親の胎内に入れ」などと 主イエスが言うはずもないことは分かるのではないで
しょうか。「新たに生まれる」「肉によってではなく、霊によって生まれる」。現代の私たち
でも、意味はそれなりに理解できます。ましてや、旧約聖書に精通したユダヤ教の教師、ニコデモで

す。旧約聖書の中には、この種の表現が繰り返し記されてもいるのです。とすると、主イエスに言葉
を返されたニコデモはひょっとして、内心、微妙にムッときたのかもしれない。核心を突くストレー
トな言葉に戸惑って、内にあった思いがこぼれ出てしまったのかもしれない。「ぽっと出の教師気

取りが偉そうに・・・」とでも思ったのでしょうか。どうやら、斜めに構え、事を真っすぐに聞
くことができなくなってしまったようです。人に教えてもらう、ということ。それは、時代を超えて、
この私たちもまた 苦手とするところではないでしょうか。どうも快く感じないからです。自分が低

い地位に置かれたように感じてしまうのでしょう。人間であるかぎり逃れがたい、貧しく厄介な現実
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とも思われます。が しかし、そこから生まれる歪
ゆが

みがもたらすものとは・・・？ 

 ニコデモは、いわゆる「社会のはみ出し者」だったわけではありません。間違いなく、常識に富む、
社会の「良識派」でした。であれば、ここでもまた、ニコデモはこの私たちそのものと言えはしない
でしょうか。私たちのほとんどは、非常識でどうしようもない者たちではなく、ニコデモと同じよう

に 良識派に属すると言えるでしょう。けれども、良識派のその私たちもまた、心の内に鬩
せめ

ぎ合うも
のを持って生きている。外なる体面に不安な心と、内なる渇きに押される心。それらが鬩ぎ合う狭間

はざま

のその所で、実は揺れ動いて生きているのではないでしょうか。自分自身を振り返っては、そう思わ

されています。 
 
 そんなニコデモに対し、すなわち そんな私たちに対して、イエス・キリストが次のように言われ

る。それが、次なる第二の点です。「はっきり言っておく」。原語のギリシア語では、「アーメン、
アーメン（ἀμὴν

ア メ ー ン

 ἀμὴν
ア メ ー ン

）」と、アーメン（ἀμήν）が二度 繰り返されています。祈りの終わりに言
う、あのアーメンです。「まことに」とか「確かに」とか「そのとおり」とかいった意味合いを持っ

ています。主イエスはそれを繰り返して言われます、「まことに、まことに」「確かに、確か

に」「そのとおり、そのとおり」と。大切なことを強調して言うときの、主イエスの言い方です。
曖昧
あいまい

にしたり、お茶を濁したりすることはできない。今から言うことは 蔑
ないがし

ろにできないことなの

だ、と そう言われるのです。ならば、その中身とはいったい、何なのか。「人は、新たに生まれ

なければ、神の国を見ることはできない」。それが、イエス・キリストの言われる、その中身
でした。 

 一読して分かるように、ここでのポイントは、「新たに生まれる」ということと「神の国を見る」
ということの 2 つの点にあります。初めに「神の国」ですが、それは 一つには、この世の終わりや
死の向こうに用意されてある、いわゆる天国的な神の国を意味します。ですが、「神の国」には これ

と同時に、もう一つの意味合いがありました。「神の支配」という意味合いです。それは、日本の国
やアメリカの国というような 一定の場所を持った物理的な範囲や地域ではなく、「神の力が及んで 
神の働きが起こっている、そのところ」という意味です。主の祈りの言葉を借りれば、「神の御心

みこころ

が

天で行なわれるように、そのように行なわれるところ」と言えるでしょうか。別の言い方をすれば、
私たちが神の御心を生きている そのところ、と言うこともできます。そして 聖書では、この２番目
の意味で使われることが１番目の意味で使われる場合に劣らず、多いのです。今月の箇所はまさに、

そうした例の一つと言えるでしょう。イエス・キリストの返答から見て、ニコデモはもしかすると、
「神の国を見たい。神の支配を見たい。神の御業

み わ ざ

がよく見えないのです」との そんな思
いを携えて、主イエスのもとを訪れたのかもしれません。祖国は国を失い、強大なローマ帝国の支配

下に置かれていました。そんななか、異教の神々に走ったり、ローマの権力に諂
へつら

って立身出世を
図ったり、はたまた 金儲

かねもう

けや名声の獲得に奔走
ほんそう

する人々が増えてもいました。ニコデモは、真面目
ま じ め

で良心的なファリサイ派の教師です。そうした情況を憂え、「神の国はどこに？ 神の御支配は

どこに？」と苦悩していたのかもしれない。とすれば、ここでもまた、ニコデモはこの私たちその
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ものではないでしょうか。目の前には、私たちの願いと裏腹の現実が広がっています。力が世界を支

配し、狡猾
こうかつ

な者たちが財を成す一方で、不器用な正直者たちが必死に汗水を流しています。そして、
周囲には 理屈に合わない悲しみが溢

あふ

れています。「神の国を見せてほしい。神の支配を見せ

てほしい」とのニコデモの思いは たしかに、私たちの思いでもあるように思われます。 

 「新たに生まれなければ・・・」との主イエスの言葉は、プライドを引きずりつつ、が同時に
神の御支配を知りたいとも願った このニコデモに向けられたものでした。そうであるなら、この
「新たに生まれる」とは はたして、どういうことなのでしょうか。実は、「新たに」と訳され

ている言葉は、元々のギリシア語（ἄνωθεν
ア ノ ー せ ン

）では、この他にさらに 2 つの意味をあわせ持つ言葉
が用いられています。一つは「上から」、すなわち「神から」という意味であり、あと一つは「初め
から」、すなわち「根っこから」「本質的に」という意味です。覚えておられるでしょうか。ヨハネに

よる福音書は時に、二重、三重の意味合いを込めて言葉を用いることがある、ということ。ヨハネは
それを一つの特徴としているということです。「新たに」という言葉も、その好例と言えるでしょ
う。ちなみに、ここで「生まれる」と訳されている言葉は、元のギリシア語（γεννηθῇ

ゲンネーせー（イ）

 ＜ 
γεννάω
ゲ ン ナ オ ー

）では、女性が子どもをつくるというよりはむしろ、通常 男性が子どもをこしらえるとい
う意味合いの動詞が当てられています（女性が子どもを産む場合、通常 "τίκτω

ティクトー

"）。つまり、父なる
神から生まれるという意味合いがそこに込められているとみられます。このように、イエス・キリス

トが「新たに生まれなければ」と言われたとき、それは「上からもう一度、初めから生ま

れる」ことの、「神によって、根っこから質的に生まれ直す」ことの必要性を言われたので
した。 

 しかし、主イエスのこの返答を聞いて、ニコデモは不快感を抱
いだ

いたようです。すでに申し上げた
ように、「一介の教師気取りに教えられてたまるか」と、抑えていたプライドが頭をもたげた
のでしょう。この光景を想い描いて、次のように語った人がいます。「町の片隅のみすぼらしい

会堂で説教している無学な牧師のもとを、気位の高い大聖堂の聖職者が訪ねた。すると、

彼はそこで何
なん

と言われたか。『悔い改めて、もう一度 バプテスマを受けよ』と説かれた

のである。ニコデモも似たような心境だったのではないか」。さらには、これだけでなく、

ニコデモの内にはもう一つ、別の思いもあったのではないか。そう思わされてもいます。それは、人
が変わるということの難しさであり、これまでと違う生き方に踏み出すことの大変さです。ニコデモ
は おそらくは、こんなふうに感じていたのではないでしょうか。「自分はこれまで、神の御心

みこころ

をなそうと人一倍 精進し、努力してきた。それでも、神のおられる場所に来られたと

は、まだとても思えない。神の御心からして、今なお、よく分からないのだから。なの

に、この男は『新たに生まれよ』と偉そうに口にする。そもそも、何十年もの間、こう

してつくってきた自分をそう簡単に変えられるものか。この年になって、何をどう修養

し、どう変われと言うのか」。考えてみれば、ごく自然な 普通の感覚と言えるでしょう。今さ
ら、そう簡単に変われるものか！ そのとおりで、なかなか変わらない自分を、そうそう容易には変

わりえない自分を、私たちは実感として知っています。 
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 とはいうものの、私たちは反面、どこかで満たされない思いを抱え、何とかしてそこから抜け出そ
うとしてもいるのではないか。それが実は、言

い

い様
よう

のないもやもや
．．．．

として、心の内にわだかまって
いるのではないか。そうも思わされています。実際、記憶のこまを巻き戻してみてください。オウム

真理教など、カルトと呼ばれる狂信的な新宗教が流行したのもそう昔のことではありません。法
ほう

の
華
はな

三法
さんぽう

行
ぎょう

など、人の弱みにつけ込んだインチキ宗教も流行
は や

りました。どれも少し前のことで、似た
ような風潮は形を変え、今なお あちらこちらで見受けられます。しかし、そこでいったい、私たち

の何が変わったでしょうか。そこで求められるのは、常識を外れた修行のあれこれや法外なお布施
ふ せ

を
支払うことです。真っ当な思想や哲学ならまだしも、なのに、人は意外と そんなところに心を惹

ひ

か
れてしまうようです。要は、私たちの内側の何がそこで変わるのか、生き方の根っこに触れるような

何が変えられるのか、ということではないでしょうか。 
 私たちが真実 内なる変化を知るためには、怪しい御利益

ご り や く

宗教の類いはもちろん、論外です。けれ
どもまた、単に精進や努力で私たちの力こぶを強くするだけでも やはり、だめなのではないでしょ

うか。自力で部分的・表面的に修繕する以上の何がしかが、そこには必要なのではないか。そう思わ
されています。それはすなわち、自分以上のものに触れて、そこで それまでとは違うところに押し
出される、ということです。私たちを超えた存在に出会い、そこで それまでとは違うあり方に気づ

かされて、新たな生き方へと動かされる。そして、新しい自分へと押し出される、ということです。
イエス・キリストが「新たに生まれなければ」と言われるのは、そのことではないでしょうか。
そのようにして、主イエスは言われるのでした。「上から・初めから生まれ直し、内側から・

根っこから新たにされなければ・・・」と。 
 
 とはいうものの、人の力には限りがある。イエス・キリストは同時に、そうも言われます。6 節で

「肉から生まれたものは肉である」と言われているのは、そのことにほかなりません。そして、
続けられます。「霊から生まれたものは霊である」。これを言い換えて、ある聖書学者がこう語
りました。「肉は霊へとは進化しない」。面白い言い方ではないでしょうか。つまり、肉はどん

なに良くなっても、依然として肉のままであって、霊へと進化し変化することはない、というもので
す。比喩的な表現ですが、的を射た言葉と思われないでしょうか。 
 イエス・キリストの言わんとされるところは明白に思われます。主イエスは 5 節で繰り返して、

初めよりいっそう明確に言われます。「はっきり言っておく。だれでも水と霊とによって生

まれなければ、神の国に入ることはできない」。私たちが神の御支配を頂くためには、すなわ
ち私たちが神の御業

みわざ

を見、神の働きを内に受けるためには水と霊とによって生まれなければならない、

と言われるのです。これは－仮に、これが後
のち

の教会によって編集加筆されたものであったとしても
－明らかに、バプテスマ（水に浸す洗礼）が意識された言葉と言えるでしょう。バプテスマは御存
じのとおり、イエス・キリストへの信仰を告白した者が受ける教会の式です。バプテストリーと呼ば

れる小さなプールに水を満たします。そして、牧師がバプテスマを受ける者の全身を水に沈めるもの
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です。教会は、そこに神の霊（聖霊）が働かれることを信じてきました。水のバプテスマを神の聖霊

が包み、新たな出発への祝福の時としてくださる、とそう信じてきたのでした。宗教改革者のルター
はこの箇所について、こう語っています。「ここにおいて、キリストはバプテスマについて語

られる。それは神の御言葉
み こ と ば

に基づくもので、ここにおいて、聖霊の働きにより、バプテ

スマの水は霊の器となる」。周知のように、水に沈むことは「それまでの自分に死ぬ」ことを表
わし、水から上がることは「キリストによる新しいいのちに生まれる」ことを表わします。すなわち、
バプテスマの式が象徴するように、私たちは神の恵みによってこそ、上から・初めから、根っこから

出直すことをさせてもらえる、ということです。私たちはそこから、内に染
し

み入
い

る新たないのちに生
かされ、新しい生き方へと押し出されていくように思います。 
 実際、そのような経験を内にした者は自身を縛るしがらみから解き放たれ、どこか自由で、それま

でとは違う生気に生かされるように思われます。そうした人の一人として、前回に引き続き、日本
基督
キリスト

教団の隠退牧師 加藤（常昭）先生が「工藤 清」という牧師を紹介しておられます。 
 

 神山教会という、静岡県の御殿場にあるハンセン病の方たちの療養所の中に造られた、

今は日本基督
キリスト

教団に属する教会があります。この神山教会の牧師として活躍をなさった

方に、工藤 清という方がおられます。この先生はたしか 17 歳で発病して、療養所に

入った。苦しみ抜いた。自殺を覚悟したこともある。一所懸命に立ち直って学校の先生

になったけれども、天皇制を説いているうちに戦争が負けた。天皇制も崩れた。自分の

いのちの支えも崩れたと思った時に、伊豆大島の三原山に行って死のうと思ったら、噴

火口が活動していなかった。自殺もできないと思って、帰って来た。そのような歩みの

なかで、信仰を与えられます。ヨハネによる福音書第 9 章を読んだのです。「この病は

－この先生は結核にも罹
かか

っておられました－このわたしの悩みは、神の栄光の現れる

ためだということがよくわかった」。しかし、この先生は更に前進した。「わたしは、ま

だイエスさまのことがよくわかっていない。主イエス・キリストの意味が、まだ自分に

はよくわかっていない」。依然として、ニコデモのレベルだと思われたのでしょう。私

がそこで特に深く捕らえられたのは、こういうことです。工藤先生は言われます。「わ

たしは悩みの中で、結局、わたしのためのキリストしか探していなかった。そのことが

よくわかった」。だが、それがわかるまで、ずいぶん時が経っています。そして、そこ

でこんなことを言われます。「わたしのために、主よ お救いくださいとか、病気を治し

てくださいとか願うこと、それ自体は悪いことではないかもしれないけれども、それで

は信仰になっていない。大切なのはほんとうのキリストの愛にぶつかる時であって、そ

の時には、＜わたしのためのキリスト＞などと もう言っていられない。＜キリストの

ためのわたし＞でしかなくなる。わたしが消えてキリストしか見えなくなる」。そこで 

こう言われる。「そうなると、神さまが寝ておれと言うならば、何年でも寝られる。神

さまが立てと言うならば、いつでも、はい 僕はここにいる、と言って立ち上がる。す
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べてが、愛の主のみ手の中にある。すべてを主に任せておればよい。こんなに楽しい人

生はない」。解き放たれるからであります。 

 
 それをしたら 何を貰

もら

えるのか、どうしてもらえるのか、とは尋ねない。むしろ、自分にできるこ

とは何か。どうすれば、もっと役に立てるのか。どうしたら、もっとよく生きられるのか。工藤清と
いう先生は、そう尋ねたのでした。そこに、神の国が、すなわち神様の御支配が見えないでしょうか。 
 

 事実、神の国はニコデモを取り巻いていました。神の支配はニコデモの近くで起こされ、神の業は
ニコデモの傍

かたわ

らで証
あか

しされていました。バプテスマのヨハネが神の御旨
みむね

を告げ、多くのしるしを示
しました。イエス・キリストの弟子たちも神の真理を語り、神の御心

みこころ

を生きて、神が内に働いてい

る様
さま

を人々に示していました。事は、2000 年前の 古
いにしえ

の話ではありません。現代のこの私たちの周
りにも、神の恵みに突き動かされ、その力に押し出されたがゆえに、心地よい安定した生活を後ろに
やって、困難な情況にあえて身を投じた人たちがいます。マザー・テレサもしかり。キング牧師もし

かり。元・国連事務総長のハマーショルドもしかり。ネパールの医療に心血を注いだ医師、岩村昇先
生もしかり。ハンセン病の人々のために献身的に生きた精神科医、神谷

かみや

美恵子先生もしかり。そして、
アフガンの復興に半生を捧

ささ

げた医師、中村哲先生もしかり、です。とりわけ中村先生はついこの間 

凶弾に倒れたばかりで、その死を惜しむ声が今なお、各地で響いています。と同時に、これらいわゆ
る有名人を待つまでもないのは言うまでもありません。名は知られずとも しかし、神がその内に働
かれて御自身の支配を及ぼされたがゆえに、すなわちその内に神の国を建てられたがゆえに、神の御

旨に生きた・また生きている人たちが私たちの周囲にも間違いなくいることを知っています。 
 主イエスは 8 節で、「風は思いのままに吹く。あなたはその音を聞いても、それがどこ

から来て、どこへ行くかを知らない。霊から生まれた者も皆 そのとおりである」と言わ

れます。それはすなわち、「風は、それがどこから来て、どこへ向かって行くのか分からな

い。風そのものを見ることはできないからだ。しかしそれでも、少なくとも、風が吹い

ていることは分かる。木
こ

の葉
は

のざわめきで分かり、吹き抜けるその音で分かる。神の霊

も、同じである。神の聖霊は、それがどのような仕方で、どのような働きをなされるの

か、私たちには分からない。聖霊そのものを見ることはできないからだ。しかし それ

でも、聖霊が働かれていることは分かる。人々の内に起こされる変化で分かり、そこか

ら響き出る信仰の音色
ね い ろ

で分かる」。そういう意味です。そして、言われます。「なのに、あな

たがたはそのことを見て取る目を持っていない。聴き分ける耳を持っていない」。だから、
11 節、「わたしたちは知っていることを語り、見たことを証

あか

ししているのに、あなたが

たはわたしたちの証しを受け入れない」。そう言われるのです。だから さらに、12節、「地上

のことを話しても信じないとすれば、天上のことを話したところで、どうして信じるだ

ろう」と言われる。つまり、新たにされて霊の目を持たないかぎり、すなわち信仰の目を持たない

かぎり、目に見えない天上の神のことを話しても、どうして信じられるだろうか、とそう言われるの
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でした。 

 私たちはたしかに、先入観やプライドといった色の付いた眼鏡
めがね

を外し、神の前に繰り返し自
みずか

らを
開いて立つことを求められているように思われます。そのようにして、事あるごとに 上から・初め
から新たにされ、神の業を見て取る目を開いてもらうことが大切なのではないでしょうか。なかんず

く、神の御業
みわざ

の最大のものとして、イエス・キリストの内に起こされたことに目を向けること。その
ことを、何にも増して求められているように思います。主イエス御自身もまた、言っておられます。
13 節、「天から降

くだ

って来た者、すなわち人の子のほかには、天に上
のぼ

った者はだれもいな

い」。神の許
もと

から遣わされた「人の子」である自分のほかには、神のことを十全に知る者はいないと
いう、宣言にも似た言葉です。神の国を見たい、神の御支配を見たいと願うなら、何よりもまず こ
のイエス・キリストの言葉に傾聴し、その生

い

き様
ざま

に目を凝らすこと。神の支配はどこよりもそこに

示されているのだから、それこそがかぎ
．．
なのだ、ということでしょう。教会がひたすらイエス・キリ

ストのことを語るのは、このためにほかなりません。 
 日本基督

キリスト

教団の『讃美歌』121 番はこのことを約して、4 節で次のように詠
うた

っています。「馬槽
ま ぶ ね

のなかに うぶごえあげ」と始まる有名な讃美歌ですが、主イエスの生涯を順に詠った最後の 4
節で、全体のまとめとして 次のように締

し

め括
くく

っています。 
 

この人を見よ、この人にぞ、 

こよなき愛は あらわれたる。 

この人を見よ、この人こそ、 

人となりたる 活
い

ける神なれ。 

 
 ここにも美しく詠

うた

われているとおり、神の国を見たい、神の御支配を見たいと願うなら、私たち

は何よりもまず、イエス・キリストを見詰めなければならない。そこで、その内に息づく神御自身の
御姿
みすがた

を見て取ることだ、と聖書は語るのです。神の御心
みこころ

と御業
みわざ

とはそこにこそ、どこよりも確かな
形で表わされているからです。上から・初めから もう一度新たに生まれさせられるとき、私たちは

きっと、そのことを知ることができる。そして同時に、その神の御支配が自分のところにも及ぶよう
にと、さらには 生きとし生けるものすべてのものの上に及ぶようにと祈らされるにちがいない。私
はそう信じています。 

 
 今月の箇所を締

し

め括
くく

る 14 節で「モーセが荒れ野で蛇を上げたように、人の子も上げられ

ねばならない」と言われているのも同様で、イエス・キリストを見上げるところにこそ救いがあ

りいのちがあると、私たちが目を注ぐべきそのところをいま一度、指し示すものとなっています。旧
約聖書の民数記 21 章の記事に基づくものですが、ユダヤの民が神の前に罪を犯したときのことです。
神は蛇を送り、罪を犯した者を嚙

か

ませました。それによって、人々は罪を認め、悔い改めて、赦
ゆる

し

を求めました。それに対して神が命じられたのは、旗竿
はたざお

の先に蛇を掲げることでした。モーセは命
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じられたとおりにしました。こうして、罪の裁きのしるしだった蛇が、旗竿の先のそれを仰ぎ見る者

にいのちを与えるものとなりました。イエス・キリストは、この蛇の姿に御自身の姿を重ねられたの
でした。それは、自

みずか

らの欠けや不足を知り、そこから出直すことを求めて十字架の主イエスを見上
げるとき、私たちはそこで新たないのちを与えられる、と教えるものにほかなりません。 

 
 ニコデモはどこかで「変わりたい」「変わらねば」との渇きを内に抱

いだ

きつつも、しかし しがらみ
やプライド・・・に縛られて、その間

あいだ

を行ったり来たり、揺れ動いていました。その葛藤に触れる

につけ、私はそこに自分自身の姿を垣間見
か い ま み

る思いにさせられます。自分の何かがどこかで変わったな
ら・・・と感じつつも、なかなか容易にはそうならない現実です。けれども、それがたとえ頼りなく
おぼつかないものであっても、大切な何かが心の深みに触れたなら、そこから事が起こり始めるので

はないでしょうか。心の片隅ででも他にない存在に触れ、又とないお方に出会ったなら、すなわち 
どこか深いところでそのようなことが起こされたなら、そこから出来事が生み出される。私はそのよ
うに信じています。ちなみに、伝承ですが、ニコデモは後年、入信してキリスト者となり、キリスト

の教会に生きたとする言い伝えもあります。実際、使徒言行録の記事（15：5、21：20 他）によれ
ば、ファリサイ派を含め、後

のち

にキリスト信者となったユダヤ人たちも少なくなかったことが分かり
ます。ニコデモもその一人として生きたのかもしれません。ニコデモは、主イエスの生前は ユダヤ

教の立場を離れることはありませんでした。しかし、ある時は主イエスのもとを訪ね（今月の箇所）、
またある時は逮捕の不当性を訴えて、主イエスを弁護（ヨハネ 7：50）。そして最後には、主イエス
の遺体を引き取り、その埋葬を手伝っています（同 19：39～42）。それらは体制の内にいる者に

とっては自身がそこからはみ出しかねないことでもあり、決してリスクの小さくない、それなりに勇
気のいることだったにちがいありません。けれども、イエス・キリストに心を惹

ひ

かれるニコデモは、
これまで
．．．．

とこれから
．．．．

の間で揺れ動きながらも主イエスに引きずられ、その勇気を強められていった。

そしてついには、シンパの隠れクリスチャンとでも言うような在り方から、自
みずか

らを名実共に「キリ
スト者」と表明する者へと変えられた。ニコデモはそのようにして、変わる勇気を与えられ、そして
実際に変えられ、そこで「新たに生まれる」ということを経験させてもらったのではないでしょうか。 

 今月の箇所に続くその直後に、「聖書の中の聖書」と呼ばれる（ヨハネ）3 章 16 節が記されてい
ます。「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された」という、その言葉が語
られている。それはほかでもない ニコデモへの招きの言葉であり、－仮に、ニコデモに対する返

答は実際には 15 節で終わっていて、16 節以下は別の言説だとしても－その神の愛の中にニコデモ
も間違いなく置かれていて、そこで生きるようにと招かれているのです。そこに実は、前回も触れた
ように、なんとも感謝なメッセージが示されているように思います。つまり、不信のニコデモと呼ば

れ、迷いに揺れ動くニコデモであっても、イエス・キリストの招きの内になおも置かれていて、ニコ
デモはそこで変えられ、そして そこで新たないのちへと生かされていった、ということです。それ
は、ニコデモと同じようにおぼつかないこの私たちにとって、なんと励まされることでしょうか。私

たちもまた、変わる勇気を与えられ、そして現実に変えられる。そのようにして、これまでの在り方
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をより確かなものに変えられ、新たないのちを注がれて、喜ばしい生き方へと導き入れられる。その

希望がここに語られているからです。そのことを、ニコデモの生涯が証
あか

ししている。工藤先生のそ
れも証ししています。ですから、私たちは一にも二にも、イエス・キリストというお方に目を凝らす
のです。 

 
 終わりに一つ、余談のようで 実はそうでもない、笑えない 4 コマ漫画を御紹介して閉じることに
しましょう。だいぶ前のことですが、新年初めの新聞に次のような 4 コマ漫画が載っていました。

初詣
はつもう

での参拝客を下に見ながら、雲の上で神様たちがぼやいています。「まったく因果
い ん が

な商売だ

よな、100 円ぽっちのお賽銭
さいせん

で あれもこれも願われた日にゃ。そのくせ、思いどおり

にならないと、『神も仏もあるもんか』とくるんだから」。やれやれ、神様たちも楽じゃない

ようです。 
 信仰とは本来、どんなものなのか。私たちははたして、どんな信仰へと向かっているのか。向かう
べきその信仰へと変えられていきたいと思っています。 

 
〔祈り〕 
 愛する神様。 

 今月も再び、あなたにある希望の約束を頂き、感謝いたします。 
 多くを聞いて学びながらも、また御言葉

み こ と ば

を繰り返し頂きながらも、悲しみや理不尽の満ちる現実を
前にして、あなたはどこにおられるのか、何があなたの御心

みこころ

なのかと、私たちは心安らかでなくな

ります。おぼつかない足どりで歩く私たちを どうか、忍耐をもって導いてください。あなたの御業
みわざ

を見て取る目と御声
みこえ

を聴き取る耳とを養ってください。何よりも、様々な壁をめぐらし、身に付けた
ものを守ることで自分を開き切れないこの私たちの頑

かたく

なさを溶かしてくださいますように。そんな

私たちでも恵みによって神の国を見させてくださり、そこに入れてくださるとの約束を信じることが
できるよう、上から・初めから 私たちを新たにしてください。 
 いのちの主、御子

み こ

イエス・キリストの御名
み な

によって願い、お祈りいたします。 

 アーメン 
 


